
東北数学教育学会　年 報第44 号　2013 年３月31 日

「布盗人算（過不足算）」の授業記録に基づく研究

~多様な解法を可能にする問題の一例～

宮城教育大学

附属中学校　　西城　祐子

概要；中学校第１学年「１次方程式の利用」の学習において、数学を学習する

こと及び利用することのよさと楽しさを味わわせることを目的として、江戸時

代に出版された「塵劫記」で取り上げられずいる「布盗人算（過不足算）」を題

材に授業を行った。その授業記録から得られた課題を示す。

キーワード：１次方程式、塵劫記、布盗人算、過不足算、多様な解法

１　はじめに Ｉ

本論では「数学教育」に掲載された小論（［1］）において省略した授業記録の

一部を提示し、それから得られた課題について述べる。授業で提示する闘題に

ついては、生徒が古い時代の文化に思いを馳せ、解決意欲を商めることを期待

し、さらに生徒がリラックスした雰囲気で教師と対話をして問題把握が可能な

問題をと考えた。提示した問題は教科書（E2））の277 ページで取り上げている

「塵劫記」にある「布盗人算」をヒントにして次のような問題である。
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問題の把握後に、単に答えを求めようとするのではなく多様な解法を引き出

すために「盗人の人数と布の反数（たんすう）をいろいろな方法で求めてみよ

う。」と生徒の活動を促した。多様な解法を取り上げ比較させることで、

・　方程式をつくると答えが簡単にもとめられること

・ つくった方程式とそれを解く過程の式の意味

の二つを生徒に学ばせたいと考えた。

２　授業記録

自力解決の前に、多様な解法で解くことを促すために、さらに「今学んでい

る方程式も使って考えてほしいけれど、方程式を使わない方法もぜひ考えてほ

しい。そうすることで、きっとみんなは今日の授業で、ある大切なことに気付

くはずです。」と投げかけた。その結果、生徒からは以下の五つの解法（（ア）

～（オ））が示された。

・（ア）と（イ）：方程式による解法

（ア ）盗 人の 人 数を Ｘ 人と す ると

８ Ｘ－ ５＝ ７ χ 乎１０

８ χ－ ７ χ＝ ｉ ＯＩ-５

Ｘ＝ １ ５

Ｘ＝ 】５を ７ Ｘｔ ｌ Ｏに 代 入し

７× １５ ふ１ ０＝ １１ ５

答 え： 盗 人 １ ５Å ． 布 １ １５ 反

（ イ） 布の 数を Ｘ反 と する と

λ‘＋5　X －１０
- ＝-
Ｓ　　 ７

両 辺に ５６ を かけ て 分 母を は ら う と

７ χ＋35 ＝ ８ Ｘ －８ ０

Ｘ＝ １ １ ５

Ｘ＝ １１ ５ を 代 入し て
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答 え ： 俗 人１５ 人， 布 １ 】５ 反

（注）（イ）は分数式表示であるが、時間配分の都合で実際の授業では取り扱

わなかった。
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・（ウ）～（オ）：方程式以外の解法

｛ ウ １　８ １瓦ず り 分lj る 堪 ａ ，!： ７ !疋 ず

’j分;1 る 冴 ａ ． そ れ そ･れ; こｘ 慨 な 轟i

の 数 の 尼;i. 問 題 の 毫4ｔ よ･ Ｊ

】０ － ｛ － ５ ５　-=１ ５　りｉ ！

り 、?iた り（’j差;２

Ｈ － ７ ＝ １　け1 ；

応､j、のJ 、数;２

１ ５ そ･ｌ ｓ １ ５　；ｊ、；

ｉＥ･以 ’F省 略

しｔ ｝ ■la54 に-1 る゙ と

↓

盗人１５ 人

７
　

反

ｆオ１ 袴 分むく:こす る と

戸　　
ｓ 呪で 一Is夕･7た とさ・ご･囃な馬.',ｔ　　　　

べ, ｒ11
乱

●

でﾉ ″i゙ T9'ﾔﾔ ﾀﾞご ｌ' ゛ ”゛　T
で`ヽヽ･

ｓ ‘i 

｀i　　　lし　

13 FiノJ

それぞれの解法について、生徒の発表説明の部分を以下で示す。

［発表説明の場面ｊ

Ｔ１：それぞれの考え方を説明してもらいます。まず（ア）の考えから聞いて

みましょう。

Ｓ１（ＴＮ）：ぼくは方程式をつくって解きました。盗人の人数を Ｘ 人とする

と、８反ずつ分けると５反足らず、７反ずつ分けると１０反余るという

ところから

８Ｘ －５＝７Ｘ ＋ １０

という式ができました。あとは求めた盗人の人数を式に当てはめて、布

の数を求めました。

Ｔ２：同じように考えた｡人はどのくらいいますか。
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→クラスの半数（２０人）ほど挙手。

Ｔ３：もう一度この式がなぜできるかについて説明してもらいましょう。

Ｓ２（ＳＩ）：盗人の数が分かれば布の数が分かるので、８反ずつ分けると５反

足らなくなるということだから ８Ｘ －５ となり、その答えが７反ずつ

分けると１０反余るということだから、８Ｘ －５＝７Ｘ ＋10　 と

いう式になります。

Ｔ４：念のために確認します。左辺の ８Ｘ －５ は何を表していますか。

Ｓ３（全体）:布の数。

Ｔ５：同じように右辺の ７Ｘ 十　１０ も布の数ですね。

Ｔ６：では次に方程式とは違う考え、（ウ）を説明してもらいます。

Ｓ４（ＣＭ）：ぼくは８反ずつ分けると５反足らず、７反ずつ分けると１０反余

るというところの５反足らないというのを －５　とし、１０反余るという

のを ＋１０ と考え、１０ －（-５）から差が１５反と分かりました。そ

してこのとき１反の差なので、１５ ÷１　をして１５人。これを８反ず

つ分けると１０反足りなくなることに当てはめて布の数は１１５反と求

めました。

Ｔ７：質問はありませんか。

Ｓ５（ＩＨ）：なんで１５÷１　をしたのですか。

Ｓ６（ＳＳ）：１人に与えられる量の変動が１なので・・・。 ］人に与えられる

量が －１　なので、そのとき８反ずつ配ると５反足りなくなり、７反ずつ

配ると１０反余るということから、つまり人数は、うーん・・・引くと

１５になる・・・。なぜ分かるかというと変動が１つしかない。そこを

確かめるためにも割らないといけない。

Ｓ７（ＫＦ）：じゃ９反と７反だったら差が２だから、２で割るっていうこと？

Ｓ８（ＳＳ）；どうだろ。やってみないと分からない。

Ｔ８：このことについてもう少し説明出来る人はいますか。

Ｓ９（ＡＮ）：さっきの質問ですが、差が２反だったら２で割ると思います。

１５は余る数の差で・・・盗人の数は変わらないで布の数が変わってい

る。布の数の差を求めると変わっている条件が分かる。

Ｔ９：１５の単位は何ですか。

Ｓ１０（全体）:人・・・？　反・・・？

Ｔ１０：今盗人は何人いるか分からないけれど、８反ずつ分けた場合と、７反
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ずつ分けた場合の布の差は（図を板書しながら）？

Ｓ１１（全体）：１５反。

Ｔ１１：（さらに図を板書しながら）８反ずつ配った場合と７反ずつ配った場合

では布の数に差はありますか？

Ｓ１２（全体）:ある。

Ｓ１３（ＫＦ）：そうい うことか！例えば１人だけいて、８反もらったときと７

反もらったときでは１の差があります。それが１５人いるのだから１５

反の違い になります。

Ｓ１４（ＩＨ）：何で１で割るのかについて説明してください。

Ｓ１５（ＫＦ）：例えば ○○ ちゃんが８反もらったとします。次に７反もらっ

たとします。このとき１反の差でし よ。●● くんも同じようにもらった

とします。そうすると２反の差になります。だから１人もらうと１反の

差、２人もらうと２反の差、３人もらうと３反の差。 だから１５反ある

から１５人です。

Ｓ１６（ＴＫ）：１反の差があって１５反の差を１反で割 ると何て言えばいいか

な・・・割れば人数が分かる。

Ｔ１２：それではこの考えについて質問はないですか。

いろいろと説明してくれました。次に（エ）の考えを聞いてみましょう。

Ｓ１７（ＨＳ）：（ＴＮ）さんと同じ考えですが、私は面積図（（エ）のこと）と

線分図（（オ）のこと）を使って考えました。８反ずつ分けると５反足ら

ず、７反ずつ分けると１０反余るところから、その差を求めると１５反

になって、７反と８反で分けた場合の布の差が１５なので １５ ÷　１

をして１５人 が分かります。布の合計は縦と横をかけて

７　×　１５ ＋10

で１１５反 と分かります。 線分図の方も同じように考えて、差が１５反

と分かりました。

Ｔ １３：同じように図をかいて考えた人はどのくらいいますか。（数人挙手）

図から分かることもあるし、（Ｈ Ｓ）さんは「（ＴＮ）さんと同じ」と言

っていましたが、図と式は合っているところもあるので、照らし合わせ

て考えてほしいと思います。今日はいろいろな考えを聞くことができま

したが、どんな大切なことに気付きましたか。 ノートに振り返りを書き

ましょう。
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［学習感想から（ノー|･の振り返りから）］

○方程式よりも差で求める方が簡単なものもあって、反などが1,２ ちがいで差

責求める時は、反と人は変わらない大きさ。（注：これは「１５÷ｌ」に関わる

ことを述べていると思われる。）

○今日、江戸時代の問題を解いて、Ｘ を使わず解くとけっこう大変で、方程式

膏使って解いた方が遡単だと思った。これからも方程式を積極的に使っていき

たいです。

○ぼくは Ｘ などあると分かり!こくいこともあると思っていたので今|ﾖの授業

で Ｘ を使った方がやりやすいということが分かったけど、江戸時代の人は Ｘ

などを使わずにやっていてすごいと思いました。

０７Ｘ＋15 ＝８Ｘ でもできたなあと今思いました。Ｘ を厘９た方が、Ｘ の

値を代入して別の値も求まるから良いと思いました。

〇方程式聚使っても怯抑なくても同り| 僥 をしている。

※傍線は筆者

３　おわりに

本授業において、Ｓ５（ＩＨ）が「１５÷１」の意味を質問した場而は重要

である。その場面ではＳ６（ＳＳ）やＳ９（ＡＮ）に説明をさせたが、どう表

現していいか分からない様子があった。この場面では、一旦グループで話し合

わせる必要があったと考える。そうすることで、より多くの生徒からＳ１５（Ｋ

Ｆ）の「１人もらうと１反の差、２人もらうと２反の差・・・、だから１５反

では１５人」のように「１５÷１＝１５」につながる説明を闘き、豊かな学び

になったのではないかと思われる。さらに「１５÷１＝１５」に単位を付けた

り、図にしたりすることで、「１５÷１」が包含除であることに気付くことがで

きたのではないかと想像される。あるいは、「１５÷１」の説明に困っていた場

面では、授業者としてT11. やＴ１２において「包含除」の考えを想起させる

ような支援をし、さらに生徒の豊かな表現能力を引き出す必要があったと反省

している。

授業終了後に書かせた生徒の振り返りからは「方程式を使う方が式を立てや

すく、形式的に計算すれば答えが求められよい｡j と述べるものが多かった。ま

た、方程式を使わない考えから「つくった方程式を解く過程に現れる数値の意
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味」に気付く生徒もいた。本実践をとおして改めて生徒の多様な考えや表現に

気付くことができた。問題「布盗人算」（過不足算）は多様な解法を可能にする

問題の一例であり、生徒の多様な考えや表現を導くために和算を題材とする問

題についての一層の教材研究が必要であることに改めて気づいた。
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of “ Ｋｉｎｕ- Ｎ ｕｓｕbit ｏ-Ｚａｎ (Ｅｘｃｃ８８ ａｎ Ｄ ｅｆｉｃｉt Ｐｒｏｂｌｅｍ) ”

゛ Ａ ｎ ｅχａｍ ｐｌｅ ｏｆ ａ ｐｒｏｂｌｅｍ

ｆｏｒ ｗhich ｖａｒioｕｓ ｍ ｅthods of ｓolｕtｉｏｎ ａｒｅ ｐｏssible ～

Miyagi Uni ｖｅｒｓitｙ of Ed ｕｃａtｉｏｎ

Ａｍｌｉａt43d Jｕｎｉｏｒ lligh School　SAIJO Ytlk ｏ

Ab ｓtｒａｃt:　ln ｓtｕd ｙing the ｕｓｅ ｏｆ ｌｉｎ ｅａｒ ｅq ｕ ａtｉｏｎｓ， ｗ ｅ ｃａｒｒied o ｕt a

p ｒａｃtｉｃｅ ｌｅｓｓｏｎ ｏｎ t ｈｏ topic “ＩＧ ｎｕ Ｎ` ｕｓｕbit ｏ ’Ｚ ａｎ （ ｅｘｃｅｓｓ ａｎｄ ｄｅｎ ｃｉt p ｒｏｂｌｅｍ

ｒｅｃｋｏｎｉｎｇ ）”in “J ‾ＩＮ Ｋ Ｏ Ｋ Ｉ” fk ）ｒ t ｈｅ ｐｕｒpose of app ｒｅｃｉａting t ｈｅ ｍ ｅｒit ａｎ ｄ

ｐｌｅａｓｕｒｅ ｏｆ ｌｅａｒｎｉｎ ｇ ａｎｄ ｕｓｉｎｇ ｍ ａt ｈｅｍ ａtics. Ｗ ｅ ｓho ｗ s ｏｍ ｅ ｓｕbject ｓ

obtained fr ｏｍ the le ｓｓｏｎ ｒｅｃｏｒd.

Ｋ ｅｙｗ ｏｒd ｓ:　 Ｌｉｎ ｅａｒ Ｅq ｕａtｉｏｎ ， ＪＩＮ Ｋ Ｏ Ｋ Ｉ ， Ｋｉｎ ｕ- Ｎ ｕｓｕbit ｏ･Ｚ ａｎ 。

Ｅ χｃｅｓｓ ａｎｄ Ｄ ｅ 丘cit P ｒｏｂｌｅｍ ， Ｖａｒio ｕｓ Ｍ ｅthod ｓ ｏｆ Ｓｏｌｕti ｏｎ
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